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対話を通して多様な他者を理解しようとする子供の育成 

－自己・他者を持続的に更新していくための試み－ 

 

 

教育学研究科 教育実践創成専攻 コース 教育力育成分野 髙橋 知香子  

 

 

1. 研究の目的 

本研究は、身近な人との安心できる人間関係

を構築するために、自己自身および他者を理解

しようと思考する児童の育成を目指す授業実

践の実現を目的として行った。 

 

(1) 課題の所在 

 本研究の目的の背景にある課題について述

べる。現在の教育課題として児童生徒の多様化

がある。例えば、小中学校の通常の学級におけ

る発達障害の可能性がある児童生徒の割合は

8.8％であり、小学校は 10.4％である。また、

日本語指導が必要な児童生徒数は、58,353人で

前回調査より 14.1％増加（文科省 2022）。17

歳以下の子どもの貧困率は 13.5％となってい

る（厚労省 2019）。 

 多様化は学校教育の課題であると同時に社

会全体の課題となっている。Society5.0 の社会

に生きる子どもたちは更に多様化する社会の

中で、様々な人々と関係を築くことが求められ

るようになっていることは言うまでもない。 

 このような社会の変容を踏まえ、総合的な学

習の時間、特別の教科 道徳、学級活動、福祉講

話等を通して行われる学習等、学校教育では児

童生徒に多様性の理解を促すための手立てが

とられてきている。また、学校生活全般におけ

る児童・生徒指導の中でも多様な他者への理解

を意識した教育活動が行われている。並行して、

インクルーシブ教育の推進、通級による指導、

スクールカウンセラーによる個別相談など、当

事者に対する支援も充実してきている。 

 しかし、これらの教育方法は、常に困難を抱

える者とそうでない者（例えば障害者と健常者

等）という枠組みの上で行われている。それ故

に、互いに対する理解が画一化し、見え難い困

難さを持つ人に相対した時、柔軟に理解・対処

ができないという危険性をはらんでいる。 

 例えば、好井（2009）は、「問題化されてい

る人々を呼ぶ言葉が頻繁に使われ（略）私たち

の多くは“普通”でありたいと思う。しかし、

“普通”であることを作り上げるのは実践的な

知識に差別する可能性の契機が満ちている」と

し、私たちが自分の安心感を得るために互いを

カテゴライズすることが差別を生む原因とな

っていることを示唆している。 

 また、好井は「差異や他者性を完全に理解し

えなくとも、それらを尊重し、私と他者が常に

更新し続けることを通して、他者とともに在る

私の日常が、芳醇なるものへと絶えず変貌して

いくことをどこかで予感させる力にもなる」と

も述べており、私たちが自己自身や他者を理解

しようとし続けることが重要であることも述

べている。このことから、自己自身や他者との

関係について考え、その関係を更新し続けるこ

とが互いの関係をよりよいものとして構築し

ていくためには重要であるといえる。 

 つまり、教育活動の中で日常の出来事につい

て互いの見方や考え方を更新する活動を取り

入れることによって、児童生徒は自己・他者の

それぞれを差別や排除の対象としてではなく、

価値ある存在として認識できるようになるの

ではないだろうか。 

 2021 年、中央教育審議会において示された

「令和の日本型教育」においても、「あらゆる他

者を価値ある存在として見ること」と「多様な

人々との協働」の具現化が求められている。こ

こでいう「あらゆる他者を価値のある存在とし

てみる」とは、一般的にいう「利益の対象とし
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ての価値」ではなく、私たち一人一人が互いを

かけがえのない存在として見ることである。こ

の「価値」を児童が感じられるようにする取り

組みが、他者を理解し、互いの関係を更新しよ

うとすることのできる児童の育成につながる

のではないかと考えた。 

 

(2) 研究仮説 

 以上の人間関係の構築に関わる課題を解決

するために「安心できる場において、対話を取

り入れた授業を実践することで、児童は主体的

に自己自身と他者について考えることができ

るのではないか」という仮設を立てた。 

 

2． 研究方法 

仮説に基づき、自己理解・他者理解につなが

る授業を考え、授業を実践し、その効果につい

て分析・評価を行うこととした。 

 

(1) 授業の手立て 

 この授業では児童が自らの考えを自由に述

べ、それを聞き合う活動に、かつ、主体的で協

働的な活動となるようにしたい。そのためには、

「安心して話せる場であること」「自分事とし

て考えられる課題であること」が必要であると

考えた。 

 そこで、「問いを創る授業」（鹿嶋 2020）と

「哲学対話」（梶谷 2018）の手法を取り入れた

授業の開発を行った。以下、問いを創る授業と

哲学対話を取り入れる効果について述べる。 

 

(2) 問いを創る授業と哲学対話 

 問いを創る授業、哲学対話の双方とも参加者

を尊重するために明確なルールが提示されて

いる。また、おおよその流れも決まっているこ

とから、児童は見通しを持ちやすく、活動に取

り組みやすいという点で共通している。それぞ

れのルールと教育的効果については表 1と表 2

にまとめた。 

① 問いを創る授業 

 「問いを創る授業」は、ロススタインが提唱

した問いづくりを鹿嶋が小中学生向けに改変

したものである。子どもが作った問いを導入し

た授業の効果に関してはロススタイン（2015）、

鹿嶋（2020）、樋口（2020）の文献を参考にま

とめ、表 1 に示した。 

表 1 問いを創る授業 

【ルール】 

1 できるだけたくさん問いをつくる   

2 問いについて話合ったり、評価したり、 

 答えたりしない 

3 人の発表は最後まで真剣に聞く 

4 意見や主張は疑問文に直す 

【期待される教育的効果】 

・民主的に考えるスキルが身につく 

・学びの原動力となる 

・主体性が発揮される 

・教材を自分事とするための動機となる 

 

② 哲学対話 

 哲学対話は 1960 年代に哲学者マシュー・リ

ップマンがアメリカで始めた「子どものための

哲学（Philosophy for Children：P4C）」に由来

する。日本でも宮城県で初の P4C が行われ、

お茶の水女子大学附属小学校では平成 27 年に

新教科「てつがく」の創設とともに行われ、現

在も各所で実践がなされている。 

 対話の教育的効果については、様々な見解が

述べられているが、ここでは梶谷（2018）、多

田（2006）の考えを紹介する（表 2） 

 

(3) 対話を深めるための工夫 

① 教材について 

 児童が自分自身や他者について考えるため

には、児童の生活に繋がる課題でなくてはなら

ない。そこで、以下の 3 点を踏まえた教材にな

るよう考えた。 

・児童が自分事として考えられるテーマである

こと。 

・多くの児童が生活の中で考える機会があるだ

ろう、と思われる事例であること。 

・他者のこととして考えてから自分に繋げられ

る事例であること。 
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 また、児童の思考を促進するために、重視す

るルールと問いの元となるキーワードについ

ても検討を重ねた。問いのきっかけについては、

児童が考えたくなるようなものにしなければ

ならないと考え、日常の出来事の中で対話に向

かえる事象を探し、検討した。 

② 授業で使う道具について 

 対話で使う道具には、子どもの使いやすさを

考慮して「Q ワード」を用意した。Q ワードと

は、NHK『こどものための哲学』にて問いを掘

り下げていくためのキーワードとして紹介さ

れたものである（表 3）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 道具として使うためには、児童が覚えやすく、

使いやすい物でなくてはならない。そこで、Q

ワードと『子ども哲学ハンドブック』で紹介さ

れている「『わからない』を見つける 7 つの質

問」を参考に、子供が問いを深めるためのツー

ルについて検討した（表 3）。今回は、児童が日

常的に使いやすい 3 つのワードに絞り、対話の

道具として提示し、使用した（図 1）。 

 

表 3 Qワードと 7つの質問 

Q ワード 
「わからない」を 

 見つける 7 つの質問 

1 なんで？ 1 意味の明確化 

2 本当に？ 2 理由 

3 反対は？ 3 根拠 

4 どういうこと？ 4 真偽 

5 もし、～だったら？ 5 一般化 / 反例 

6 立場をかえたら？ 6 前提 

7 たとえば？ 7 含意 

8 そもそも？  

 

③ 場所について 

 授業は教室ではなく、広めのカーペット敷き

の特別教室を使用した。これは、児童らが思い

思いの姿勢でリラックスして対話に臨むこと

で、対話がより促進されると考えたためである。 

④ ワークシートについて 

 ワークシートは、児童が課題について主体的

に考えられたか、また、どのように考え、その

考えが変化していったかを認識するために重

要なツールとなる。かつ、この授業の効果につ

いての判断材料ともなる。 

 ワークシートでは、まず、授業前に「困って

いる」ということについての考えを記述する

（図 2 授業前①②③）。そして、授業後に授業

において、自分が主体的に考えることができた

か 4 件法にて表せるようにした（図 2 授業後

①）。更に、授業後に「困っている」ことについ

ての考えを再び書き、学習前と学習後の自分の

考えを比べることで、授業前後の自分の変容を

客観視し、自己認識を促すことができるように

表 2 哲学対話 

【ルール】 

1 何を言ってもいい 

2 否定的な態度をとらない 

3 ただ聞いているだけでもいい 

4 互いに問いかけるようにする 

5 知識ではなく、自分の経験に即して話す 

6 話がまとまらなくていい 

7 意見が変わってもいい 

8 分からなくてもいい 

【期待される教育的効果】 

・相互作用により思考活動が促進する 

・多様な意見を出し合える 

・新たな結論の創生 

・結論を出すプロセスを共有できる 

・創造的な人間関係を構築できる 

・自己自身・他者を更新するスキル・経験の 

 獲得につながる 

図 1 対話を深めるＱワード 

－ 51 －



山梨大学教職大学院 令和 5年度 教育実践研究報告書 

 

作成した。 

 

(4) 授業の構成について 

 ① 授業実施日 令和 5 年度 11 月 17 日 

 ② 対象 小学校 5 年生（26 人） 

 ③ 場所 カーペット敷きの広めの教室 

 

(5) 授業内容 

 教 科 特別な教科 道徳  

 主題名 「もっとよいクラスになるため」に 

      考えよう 

 内容項目〔B 相互理解・寛容〕 

 ねらい 対話を通して、「学級の中で困って

いる人」について、他者の意見を聴きながら考

えることによって、自分や他者が困っていると

きにどのように考え、行動すればよいのかを考

えられる力を育てる。 

 

(6) 授業の構成 

 授業の構成を表 4 に示した。授業全体を通し

て、特に「相手を尊重すること」「問いをたくさ

ん考え、使うこと」の 2 点に重点を置き、児童

に意識づけを行いながら活動を進める。 

 

① 導入 

 「考えること」に重点を置き、互いの考えを

尊重することや問いを使うことを意識づける

ように声掛けをし、問題提示を行う。 

② 問いづくりタイム 

 「問いづくりタイム」は、まず 5～6 人の小

グループで問いづくりを行う。この段階は、児

童の思考する態度を形成するとともに、教材を

自分事として考えられるようにするという意

図がある。次に、「小グループごとの大事な問

い」を全員で 1 つの問いにして「今日の大事な

問い」とし、課題を全員の共通のものとする。 

③ 対話タイム 

 「問いづくり」で考えた「大事な問い」を元

に対話を行う。ここでは、問いを元に互いの考

えを述べたり、聴いたりすることを通して、自

己理解・他者理解を促すことを目的としている。 

④ 振り返り 

 学習後に、ワークシートにて振り返りを行う。

学習後にこれらを書くことを通して自己の考

えを再認識する機会とし、自己理解・他者理解

を深める手立ての 1 つとなるようにした。 

 

3. 授業の実際 

(1) 導入 

 題材は「もっと良いクラスにするために考え

よう」である。これは学級委員長が自主学習で

取り組んできたものを取り入れた。委員長のこ

の行動は、自然学校や運動会を終え、自分たち

に向き合う時期であることを示しており、児童

の現実に丁度合った課題であった。 

 まず、すべての意見は価値のあるものである

こと、考えることや問いを積極的に使うことを

意識づけ、授業の流れと本時のねらいを伝えた。 

 

(2) 問いづくりタイム 

 ルールの確認の際には、安心して意見を言え

る場にするために「問いをたくさんつくること」

「他の人の考えを尊重すること」を再確認した。

表 4 授業の構成 

図 2 ワークシート 
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加えて、問いをつくるための道具の Q ワード

を提示し、問いから更に問いを展開させる方法

も紹介した。 

 問いをつくるためのきっかけとしては、「困

っているけど、言えないな…」と悩んでいる人

物を提示し、自分だったらこのことに対してど

んな問いを持つのか投げかけた。 

 次に 6 つの小グループでそれぞれ問いを考

えた。各グループで 3つ～6つの問いが出され。

それらの問いをまとめて「今日の大事な問い」

を作った。今回は「何で困っていることを言え

ないの？」を大事な問いとし、これを元に対話

を始めた。 

 

 

(4) 対話タイム 

 対話タイムは 1 グループ 13 人の 2 グループ

に分かれて行った。大事な問い「何で困ってい

ることを言えないの？」について話をする中で、

「どうしたら言えるのか」「言わなかったらど

うなるか」「言えない条件は何か」「誰にだった

ら言えるか」「どうしてその人に言うのか」等、

話題に広がりが見られ、互いの考えを交わすこ

とで、対話の深まる様子が見られた。 

 対話タイムでも互いの意見を尊重すること

を重点的に意識づけたことに加え、「互いの意

見が自分達の糧になること」「その考えは変わ

っていってよいこと」を伝えたことも児童が自

由に考えを言える雰囲気を作ったといえる。 

 対話タイムの中では、全ての児童が発言を行

ったわけではない。しかし、発言はしないもの

の、隣同士で相談しあったり、じっと 1 人で考

え込んだりしている姿が見られた。また、対話

の中で自分の意見が上手く表現できずに場を

離れる児童もいたが、しばらくして自分のグル

ープに戻り、発言を試みる姿も見られた。 

 

4. 授業の評価 

(1) 授業前後の記述の比較 

 授業前と授業後のワークシートの記述から、

「自分が困っているとき」や「困っている人へ

の対応」について気付きや変化のある記述を分

類し、グラフに表した。分類の結果、26 人中 22

人に授業前とは異なる視点での記述がみられ、

児童は対話を通して異なる視点で考えること

ができたことが分かる（図 3）。 

 

 ここからは、具体的な記述を紹介する。表

6～12 は児童がワークシートに書いたものを

まとめたものである。表中の「前」「後」は授

業前と授業後を表している。なお、記述中の

読みにくさを感じる誤字脱字については正

しい表記に修正した。 

 表6は対話の中で自分の考えが授業前より

も明確になっていることが分かる記述であ

る。この児童は、「だれに相談する？」という

話題が出た際に、「相談したい相手」について

他の児童の会話のやりとりを聞く中で、自分

が相談したいと思う相手は誰なのかについ

て考え、具体的に記述することができるよう

になった。 

表 5 子どもが考えた大事な問い 

グループ 子どもが作った問い 

1 だれかに言える？ 

2 なんで言えないの？ 

3 なぜ困っているの？ 

4 どうして、困っていることを言わないのか？ 

5 何で困っていることを教えてくれないのか？ 

6 言えない理由があるのか？ 

全体 何で困っていることを言えないの？ 

図 3 授業前と授業後とで異なる視点での記述をした 

   児童の数 
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表 6 ワークシートの記述 

②あなたはこまっているとき、ほかの人にどうしてほしいですか。 

前 悩みの相談相手になってほしい。 

後 
お家の人が相談相手になってほしい。もしく

は、仲の良い友達に相談。 

授業前と授業後の自分の考えをくらべて思った事を書きましょう。 

自分がこまっていたら信らいできる相手に相談して

ほいしんだなと思った。自分がこまっている時のた

いしょ方をたしかめられました。 

 

 表 7 の「困っているとき他の人にどうして

ほしいですか」という設問に対する児童の記

述からは、自分の考えとは異なる意見を聞い

て自分や相手に対する対処の仕方についての

考えが変わったことが分かる。学習前は自分

については、「自分のかわりに、言ってほし

い」と書いているが、学習後にはどんな風に

聞いてほしいかを具体的に記述している。ま

た、他者に関しては、困っている相手の気持

ちを踏まえた考えが書かれており、自分がど

うして欲しいか、他者にどうしたらよいのか

について、新たな考えを得るに至っている。 

 

表 7 ワークシートの記述 

②あなたはこまっているとき、ほかの人にどうしてほしいですか。 

前 自分のかわりに、言ってほしい。 

後 「なんで、なんで」っていいはらないでほしい。 

③ほかの人が「こまってるかもしれない」ということについて、あなたはどう

考え、行動しますか。 

前 話をきいて、言いにいく。 

後 きっとつらいと思うから、そっとしておく。 

授業前と授業後の自分の考えをくらべて思った事を書きましょう。 

前は、かわりに言ってほしいとか思ったけど、人とこうり

ゅうすると、後だとつらいことに気づいた。 

 

 表 8 は、他者理解とともに自己理解が進んで

いることが分かる記述である。授業前は他者の

考えは想像することができず、「？」しか書けな

かったが、授業後は相手にどうアプローチする

かを具体的に書くことができた。また、自分が

どうして欲しいかについても具体的に説明で

きるようになっている。 

 

 このように、ワークシートの記述を見ると、

児童一人一人の着目点は異なるものの、それぞ

れが自分や他者について新たな認識を持てる

ようになったことが分かる。このことから、児

童はそれぞれ自己や他者についての考えを更

新していると考えられる。このような更新をく

り返すことで、更に自分たちの現実に沿った適

切な選択をしたり、関係を築いたりすることが

できるようになっていくと考えられる。 

 

(2) 授業後の学習感想 

学習感想から、自己・他者への気付きが分か

る記述を分類した（図 4）。 

その結果、自分・他者のことについて記述し

ている児童が 13 人、自分のことに言及してい

る児童は 8 人、他者のことのみに言及していた

児童が 3 人、授業前と変わらないと書いていた

表 8 ワークシートの記述 

②あなたはこまっているとき、ほかの人にどうしてほしいですか。 

前 
➀自分から言いたいのでほっといてほしい。 

②気づいてほしいかも。 

後 後でかいけつしたいからほっておいてほしい。 

③ほかの人が「こまってるかもしれない」ということについて、あなたはどう

考え、行動しますか。 

前 ？？？？？？？？ 

後 

あまりきかれたくないなやみの可能性がある

から、「なんでもない。」と言われたらもう聞か

ない。 

授業前と授業後の自分の考えをくらべて思った事を書きましょう。 

みんなと意見を交かんしたら、自分が一番相手にし

てほしことの理由が分かった。 

 図 4 自己・他者への気付きが分かる記述 
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児童が 1 人であった。このことから、多くの児

童が自分自身や他者について記述しており、今

回の授業が自己理解・他者理解の機会となった

ことが分かる。 

例えば、表 9 の児童は、授業前後の自分の考

えを見比べて驚きを感じたことを記述してい

る。このような体験をくり返すことで、児童は

自分が変容していくことを実感していくと考

えられる。 

表 9 ワークシートの記述 

②あなたはこまっているとき、ほかの人にどうしてほしいですか。 

前 助けてほしい。 

後 こまっていたら話を聞いてほしい。 

授業前と授業後の自分の考えをくらべて思った事を書きましょう。 

授業前は、たすけてほしいとかだったけど、授業

後は、話してほしいなどだったので、ぜんぜんち

がくなっていて、ビックリした。 

 

 表 10 の児童は、授業の中で自分の考えが変

容していく様子と新たな問いが生まれてきた

ことを記述している。この児童は、他者に思い

を馳せたり考えたりすることを苦手としてい

るが、「皆の意見やないようを見て気づきまし

た」の記述から分かるように、対話を通して他

者の考えを理解しようとする姿勢が生じてき

ている点に注目したい。 

表 10 ワークシートの記述 

③ほかの人が「こまってるかもしれない」ということについて、あなたはど

う考え、行動しますか。 

前 
助ける。命って大事だよね。「B のいけん」

なぜ、困っているのを言わないのか？ 

後 

まず、困っていることを、話せる、ために、

その人と、仲よくなる。そして、ようすや、

はんだんを見て、こう言う。「さいきん、困っ

てる事ない？」 

授業前と授業後の自分の考えをくらべて思った事を書きましょう。 

➀気づいた理ゆう：なにかしらの方法でききだす。 

最初は、どうでもいいと思っていましたが、だん

だんと、皆の意見やないようを見て気づきました。

『なぜ、言ってくれないのか？』そして、まだ、

私の心はまだ、もやもやしています。 

 表 11 の児童は、問いが自分の持つ悩みと重

なったことが分かる。対話を通して他者理解と

自己理解が進み、「困っている内容は違っても、

みな同じような気持ちをもっている」というこ

とへの気づきから、自分の悩みを受け止めるこ

とができるようになった。 

 

表 11 ワークシートの記述 

授業前と授業後の自分の考えをくらべて思った事を書きましょう。 

自分も、最近、困っていることとかなやみごとが

あって、他の人に少し相だんしたい気持ちもある

んだけど、ちょっと、あんまりうまく伝えられな

かったりしたけど、この授業でクラスのみんなで

考えたりできたから、困った内容がちがくても、

同じ気持ちをもってたりする人がいて、しっかり

それ 1 つのことに考えられてよかった。 

 

 表 12 の児童は、他者を理解することを通し

て、自分の見方・考え方が変わったことに気づ

くことができでおり、自己認識の変容が分かる

記述となっている。 

 

表 12 ワークシートの記述 

授業前と授業後の自分の考えをくらべて思った事を書きましょう。 

人がこまっていたら、その人のこせいなどを考え、

など 360°見方が分かった。 

 

 学習感想からも、児童はそれぞれ発達段階に

よる捉え方の違いはあるものの、対話の中で自

己理解や他者理解を進められたことが分かる。 

 

(3) 「考えること」についての自己評価 

 授業後の「考えること」についての自己評価

（図 5）では、「問いが考えられた」「自分だっ

たらと考えられた」について、「考えられた」「ま

あまあ考えられた」と答えた児童が大半を占め

ており、問いづくりや対話に主体的に取り組め

たことが分かる。このことから、児童は、課題

を自分のこととして考え、取り組めていたとい

えるだろう。 

 一方、他者視点で考えられたかどうかの評価

は他の評価に比べて「できた」と答える児童が
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少なかった。これは、発達段階的に難しい課題

であったことを示していると考えられる。 

 

 

(4) 授業の評価 

 本研究の授業実践の成果として、3 点を挙げ

ることができる。 

①児童は問いづくりと対話を行うことで、主体

的に授業に参加することができた。 

②話し合いの内容や捉え方は、それぞれの児童

の発達段階によって異なるが、自己や他者へ

の気付きが見られ、互いの理解が深まった。 

③積極的に自分の考えを言えた児童が多く、安

心して話し合う場が提供でき、考える力を育

てることにつながった。 

次に、今後の課題として、3 点挙げたい。 

①問いを深めるための手立てについて引き続

き検討する。 

②他学年での問いづくりと対話を用いた授業

の実施と検証が必要である。 

③他教科における効果的な問いづくりと対話

の導入方法について検討する。 

 

5. まとめ 

 本研究では、身近な人と安心できる人間関係

を構築するために、自己自身及び他者を理解し

ようと思考する児童の育成を目指す授業の実

践の実現を目指し、研究を進めた。 

 実際には、児童が自己・他者を理解するため

には、安心できる場づくりと日常的な事象につ

いて対話を行うことが有効ではないかと考え、

小学校第 5 学年において、問づくりと対話を用

いた授業を開発し、実施した。 

 その結果、授業を通して児童は自己・他者に

ついて考えることができ、自己自身及び他者へ

の理解を更新することができた。このことから、

今回の授業は人間関係の構築及び更新の 1 つ

の手立てとして提案することができると考え

られる。 

互いの関係を更新する態度・思考の定着のた

めには、引き続き対話を繰り返し行う必要があ

る。今後の課題としては、他学年での効果や特

別な教科 道徳、学級活動以外の各教科での導

入を検討すること。対話を深めるための手立て

を模索することが挙げられる。 

 来年度は現場に戻り、児童らが対話を通して

互いの関係を問い直し、よりよい関係へと更新

していけるようにするために、さらに研究を進

めていきたい。 
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